
第４回 石川県成長戦略「ミライカイギ」 次第 
 

令和７年１０月８日（水） 10:30～12:00 

石川県政しいのき迎賓館 ガーデンルーム 

 

１ 開会挨拶 

 

２ 議  事 

  （１）令和６年度の実施状況報告について 

  （２）創造的復興リーディングプロジェクトの主な取組状況について 
 

３ 意見交換 
 

４ 閉  会 

  
資料１   令和６年度石川県成長戦略実施状況報告 

資料２    創造的復興リーディングプロジェクトの主な取組状況 

参考資料１ 令和６年度石川県成長戦略実施状況報告書 

参考資料２ 令和６年度地方創生推進交付金・拠点整備交付金及び 

地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）事業の実施状況 



第４回石川県成長戦略「ミライカイギ」　出席者名簿

（敬称略、５０音順）

氏名 役職名 備考

大月　真由美 特定非営利活動法人石川県防災士会副理事長 Web出席

數馬　嘉一郎 数馬酒造株式会社代表取締役

加納　慎也 小松ウオール工業株式会社代表取締役社長

小杉　佳世子 NTT西日本株式会社北陸支店長

坂野　洋一 株式会社北國新聞社常務取締役

佐田　啓子 株式会社まつや代表取締役社長 欠席

新滝　祥子 株式会社ゆのくにの森取締役社長室長

新保　雄希 幼保連携型認定こども園泉の台幼稚舎園長

髙田　恒平
株式会社金沢彩の庭ホテル代表
株式会社金沢アドベンチャーズ代表

多田　真由美 一般社団法人春蘭の里代表理事

出島　彰宏 珠洲市総合病院内科医長兼地域医療連携室長 Web出席

任田　和真 いしかわ地域おこし協力隊ネットワーク共同代表 Web出席

中惣　恭子 一般財団法人小原流南加賀支部長

奈良　宗久 茶道裏千家今日庵業躰

橋本　陽子 北陸電力株式会社石川支店営業部営業担当主査プランナー

森高　靖子 加賀建設株式会社土木部課長

安井　善成 有限会社安井ファーム代表取締役

山口　宗大 株式会社どんたく代表取締役社長 欠席

計　 １８名

出席 １６名



第４回石川県成長戦略ミライカイギ 配席図
日時：令和７年１０月８日（水）１０：３０～
場所：石川県政記念しいのき迎賓館 ２階 ガーデンルーム
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令和7年10月8日

令和6年度

石川県成長戦略
実施状況報告

資料１



石川県成長戦略の体系

1

１ 幅広い産業分野におけるＧＸ推進
２ エネルギー構造の転換への対応
３ 住宅や民間施設などのゼロエネルギー化の促進

<６つの戦略>

デジタル活用の推進

収益力の高い農林水産業と次世代につなぐ
農山漁村づくり

石川の未来を切り拓く人づくり

温もりのある社会づくり

安全・安心かつ持続可能な地域づくり

<視点>

<２つの横断的戦略>

１ 農業生産構造の強化
２ 持続可能な農業・畜産業の体制づくり
３ 農林水産物のブランド化の推進や里山里海地域の振興
４ 県産材の生産・利用拡大による林業の発展と木材産業の体制強化
５ 持続性のある水産業の実現

１ 産業のＤＸ推進
２ 産業のＧＸ推進
３ 産業を支える人材の確保・育成
４ 新事業・新産業の創出

１ 次世代を担う人材の育成
２ 地域の知の拠点たる高等教育機関と連携した「学都石川」の発展
３ 人生１００年時代を見据えた、生涯にわたり学び活躍できる環境の整備

１ 個性と厚みのある文化の創造と発展
２ スポーツを通じた活力の創造
３ 選ばれ続ける観光地としてのブランド力の強化
４ 交流人口の拡大に資する陸・海・空の交流基盤
     のさらなる充実

１ 災害に負けない強靭な県土づくり
２ 安心して快適に暮らせる地域づくり

１ 安心して子どもを生み育てることができる環境の充実
２ 生涯健康で安心して暮らせる社会づくり
３ 全ての県民への必要な医療の提供
４ 誰もが心豊かに安心して暮らせる多様性を認め合う社会づくり
５ 男女が共に活躍できる社会の実現

１ デジタル活用の基盤整備
２ 社会全体のDX推進

<３８の施策>

２

４

５

６

１

個性と魅力にあふれる交流盛んな地域づくり3

カーボンニュートラルの推進２

新たな時代を捉えて飛躍・成長する産業づくり１
５ 国内外への販路拡大・魅力発信
６ 中小企業・小規模事業者等の事業基盤の強化
７ 企業等の戦略的誘致

３ 持続可能な循環型社会づくり
４ 自然と人とが共生できる社会づくり

５ 地域活力の向上に向けた移住・定住の促進
６ 個性豊かな地域づくり
７ 世界に開かれた国際交流の推進

４ 環境配慮型自動車の普及やモーダルシフトの促進
５ カーボンニュートラルの実現に向けた県民意識の醸成
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視点１

視点2

基本目標 幸福度日本一に向けた石川の未来の創造 ～住みやすく、働きやすい、活力あふれる石川県の実現～

<目指す姿>
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戦略

１ 新たな時代を捉えて飛躍・成長する産業づくり

2

○スマートエスイーIoT/AI石川スクールの開催や、デジタル活用ものづくり支援センターでの支援等を通じ
たデジタル人材育成や、先進技術の普及促進

○産学官連携による環境適合型複合材料の研究開発等の推進や、春蘭の里「ゼロカーボンビレッジ」
における水素バギー等の試乗イベントを通じて、グリーン分野への参入やカーボンニュートラル対応と
競争力強化の両立を促進

○県外学生向けの就業体験・フィールドワークや北陸三県合同企業説明会に加え、都市部からの副業人材
 の活用や外国人労働者の確保・定着を支援し、多様な人材の確保と企業ニーズに対応する産業人材を育成

戦略の実施状況

「ゼロカーボンビレッジ」外観

戦略

２ 収益力の高い農林水産業と次世代につなぐ農山漁村づくり

○消費者ニーズの高い「ひゃくまん穀」の作付面積の拡大や農地の大区画化・集約化による担い手の
規模拡大、スマート農業技術の導入・定着の支援等による生産性向上

○県内外でのトップセールスなど、県産食材の生産振興や販路拡大、県産米の消費拡大を促進

○いしかわ耕稼塾等を通じた新規就業者の確保・育成・定着と模範的組織・団体の表彰による農林水産業の振興

首都圏でのルビーロマンのPR
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戦略の実施状況

戦略

３ 個性と魅力にあふれる交流盛んな地域づくり

○県立美術館や歴史博物館における大規模な特別展の開催など、多彩な文化資源を活用した文化観光を推進

○いしかわ県民文化振興基金を200億円に拡充し、「ポスト国民文化祭」の取組を推進

○アーバンスポーツの体験会やスポーツコーチの養成、県内トップスポーツチームと連携したスポーツ教室の
   開催、パラスポーツの普及促進など、スポーツを通じて活力を創造

○新幹線県内全線開業の効果を最大化するため、北陸ディスティネーションキャンペーン等、年間を通じた
誘客キャンペーンを実施

○能登半島地震による風評被害払拭と旅行需要喚起のため、北陸応援割や、能登地域における施設の
 営業状況や道路状況などを「今行ける能登」として情報発信し、誘客を促進

○インバウンドにおける高付加価値旅行者の誘客強化のため、報奨旅行誘致に向けた体験プログラムを造成

○石川ジャパニーズ・スタディーズ・プログラム、友好交流地域との青少年相互派遣による国際交流の推進や、
 子育て家族を対象とした交流会等によるホストファミリーの確保

○情報発信や移住体験機会の提供等による移住定住の促進や、フィールドワーク等を通じて学生に学びの
 機会を提供するいしかわサテライトキャンパスの実施

まるごと奈良博（県立美術館）

能登復興の旅 プログラム集
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戦略の実施状況

戦略

４ 石川の未来を切り拓く人づくり

○大学と連携した指導事例の作成等による小中学校における授業改善や、「学力向上の重点」に基づき
ICTの活用等により、個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させ、質の高い学びを推進

○高等学校における地域課題の解決に向けた探究的学習などによる「ふるさと教育」の推進や、産学官が
連携した高校生の留学支援、地元産業界等との連携による職業教育を充実

○高い進学実績が期待できる中部・関西地域の高校教員に、石川県の充実した学びの環境を紹介する
 キャンパスツアーの実施等を通じ、県内高等教育機関の魅力を発信

戦略

５ 温もりのある社会づくり

○「いしかわエンゼルプラン2025」の策定や、結婚支援事業を通じた出会いの機会の提供、
里帰り出産の妊婦等への助産師による専門相談支援を通じた安心して出産できる環境の整備

○修学資金の貸与による医師・看護師の確保・養成や、奥能登地域の医療提供体制維持に向け
新基幹病院の建設と公立４病院のサテライト化による一体的な連携を基盤とした機能強化策を検討

○多様な人材が活躍できる職場環境づくりに加え、管理職を目指す女性を後押しする研修の実施や、
男性の家事・育児等への参画を促す取組を通じた男女共同参画の推進。

ICTを活用した授業の様子

いしかわエンゼルプラン2025



5

戦略の実施状況

横断
戦略

1 デジタル活用の推進

○オンライン行政手続の運用や、「石川県広域データ連携基
 盤」と各種サービスとの連携開始により県民の利便性を向上

○スマートエスイーIoT/AI石川スクールの開催や、デジタル
活用ものづくり支援センターでの支援等を通じたデジタル

 人材育成や、先進技術の普及促進【再掲】

カーボンニュートラルの推進

○住宅太陽光発電設備設置への補助制度創設や、重要伝統
 建造物保存地区に余剰電力を供給する仕組み構築による
景観保全と脱炭素化の両立

○「いしかわゼロカーボンの日（10月10日）」イベントの開催等
による県民の気運醸成

横断
戦略

2

戦略

６ 安全・安心かつ持続可能な地域づくり

○クマ出没抑制対策の現地指導、研修の拡充等を通じたツキ
 ノワグマによる人身被害防止と野生鳥獣の保護管理の推進

○市町や大学と連携した講座の実施による防災士の育成

○参加・体験・実践型の交通安全教育の推進や、「自転車ヘル
 メット着用モデル校」へのヘルメット交付等を通じた交通事故の
 防止

○「トキ放鳥モデル地区」の支援を通じた餌場確保などの生息環境
整備の促進に加え、シンポジウムや環境教育の充実等による社会
環境整備を促進。

佐渡から県内に飛来した野生のトキヘルメット着用モデル校指定の様子
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主要目標の状況
＜達成状況＞

Ａ:達 成 実績値(R6年度)が目標値を
上回り、目標を達成した状態

Ｂ:前 進 実績値(R6年度)が実績値
(R4年度)より上回っており、
目標に向かって前進している
状態

Ｃ:横ばい 実績値(R6年度)が実績値
（R4年度)とほぼ変わらず、
横ばいの状態

Ｄ:後 退 実績値(R6年度)が実績値
（R4年度)より下回っており、
後退している状態

※「ー」は、数年に一度の調査で実績値が
出されるなど、R6年度の実績値がない、

 または未公表のもの
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創造的復興リーディングプロジェクト

取組１  復興プロセスを活かした関係人口の拡大

取組２  能登サテライトキャンパス構想の推進

取組３  能登に誇りと愛着が持てるような「学び」の場づくり

取組４  新たな視点に立ったインフラの強靭化

取組５  自立・分散型エネルギーの活用など
  グリーンイノベーションの推進

取組６  のと里山空港の拠点機能の強化

取組７  利用者目線に立った持続可能な地域公共交通

取組８  奥能登版デジタルライフラインの構築

取組９  能登の「祭り」の再興

取組10 震災遺構の地域資源化に向けた取り組み

取組11 能登半島国定公園のリ・デザイン

取組12 トキが舞う能登の実現

取組13 産学官が連携した復興に向けた取り組みの推進

（写真）石川県観光連盟

（写真）能登高校提供 （写真）石川県観光連盟
あばれ祭り(能登町)

隆起した漁港・海岸黒島漁港（輪島市）

【二地域居住のイメージ】

資料２
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○ 地域と関係人口をつなぐマッチングプラットフォームとして、11月から関係人口の登録システムの
 運用を開始するほか､地域住民との交流プログラム造成支援や首都圏等での情報発信等を実施

取組１ 復興プロセスを活かした関係人口の拡大

「能登復興支援事業」による地域団体の活動支援

アーバンスポーツの施設イメージ

関係人口の見える化に向けた仕組みづくり

○ ロックユニット「COMPLEX」などから頂いた寄附金を活用した
 「能登復興支援事業」の助成先を決定

①アーバンスポーツを中心とした子どもたちの居場所づくり 【輪島市】

②「宝立七夕キリコ祭り」復興プロジェクト 【珠洲市】

③「七尾牡蠣」の養殖事業の拡大とブランド化 【七尾市】 など

「能登起業チャレンジ応援プロジェクト」の創設

○ コンテナハウス型の長期滞在施設を整備(R8年4月から運用開始)する
 とともに、起業支援の専門人材を配置するなど、生活基盤の確保と起業
 支援を組み合わせて実施 コンテナハウス（イメージ）

創造的復興リーディングプロジェクトの主な取組状況 ①



-3-

○ 県内全域で、学生が地域との協働・交流等を通じた課題解決等に取り
 組む機会を提供し、能登をはじめとした石川県に関わる学生を呼び込む

（8月末時点 59大学等 約720人）

取組２ 能登サテライトキャンパス構想の推進

○ 民間のノウハウを有する復興探究コーディネーターを配置(2名)

 ○ 定期的に巡回し、奥能登５校での探究ネットワークを形成

取組３ 能登に誇りと愛着が持てるような「学び」の場づくり

関係人口の創出に向けたモデル構築

復興探求コーディネーターの配置（奥能登５校）

○ 震災遺構の見学や専門家・語り部から話を聞くなどして、
防災・減災について学習

 ○ 9月末までに21校の約1100人が参加

能登でのフィールドワークを通じた防災教育
（奥能登地域以外の全日制県立高校３３校）

バス内での地質学講義

奥能登５校での探究ネットワーク

創造的復興リーディングプロジェクトの主な取組状況 ②
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○ 国・県・関係市町・有識者で構成する検討会において、ルート

 や視点場等を検討(10/1第4回検討会)

 ○ ブランド化に向けロゴマーク作成(一般投票の結果、10/1に決定)

 ○ サイクルツーリズム推進に向け、サイクリング体験イベントを開催
(9/20～23,27,28)

取組４ 新たな視点に立ったインフラの強靭化

○ R7年は103件(昨年の1.5倍)の祭りが開催見込み(8月末時点)

 ○ 「祭りお助け隊」として、キリコの担ぎ手や祭りの運営を補助するボランティア

 を募集し、地域とマッチングして派遣

 ○ 19の祭り(29地区のニーズ)に400人超が参加(9月末時点)

取組９ 能登の「祭り」の再興

能登半島絶景海道の整備

「祭りお助け隊」の派遣

創造的復興リーディングプロジェクトの主な取組状況 ③

サイクリング体験イベント

あばれ祭

ロゴマーク
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創造的復興リーディングプロジェクトの主な取組状況 ④

○ 能登で生きる人々に焦点を当てた動画や、復興応援
 特設サイトを公開し、能登への関心をつなぎとめ、風化
 防止につなげる(8/27公開)

取組１０ 震災遺構の地域資源化に向けた取り組み

地震・豪雨の風化防止に向けた情報発信

動画「能登の祭り」編 復興応援特設サイト

○ 国が令和８年６月頃を目処に能登地域における
 トキ放鳥を決定

 ○ 放鳥地を羽咋市南潟地区(邑知潟周辺)に決定(7/16)

 ○ 放鳥地決定を記念し、羽咋市で「トキまなびフェスタ」
 を開催(10/19)

取組１２ トキが舞う能登の実現

能登地域におけるトキ放鳥

放鳥ケージ
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○ 「能登駅伝」の復活に向け、基本計画案の策定に着手

 ○ 陸上競技関係者や関係市町からなるワーキンググループによる
 現地視察等を実施(9/2,3)

取組１３ 産学官が連携した復興に向けた取り組みの推進

能登駅伝の復活

○ 基本構想策定委員会(官・民・産地で構成)で、基本構想をとりまとめ(8/20)

 ○ 養成施設の整備に向けた基本設計等に着手するとともに、輪島塗の魅力
 発信や海外市場の開拓など、基本構想の実現に向け取り組みを推進

 ○ 輪島塗の魅力を発信することで、国内外から人を呼び込み、作り手や観光
 客が集う「漆芸の聖地」を目指す

輪島塗「漆芸の聖地プロジェクト」

養成施設のイメージ

創造的復興リーディングプロジェクトの主な取組状況 ⑤

○ 尊經閣文庫の誘致に向けた機運を高めるため、尊經閣文庫の価値や魅力を伝える
 県民向けイベントを開催予定

尊經閣文庫の誘致に向けた機運醸成


